
【取組内容①】 学びの充実を図るための全教員による活用実践

矢吹町立矢吹中学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

［１］学習場面の確認と取り組みについての共有
 学習場面を念頭においた実践

［３］活用実践例
 音楽科より～個別最適化、深い学びを引き出すためのICT活用事例

［2］授業改善と連携したICT活用の実践
本質的な学び、学びの深化に着目した活用

学習場面を具体的
にすることで、実践
事例の標準化と共通
化を図っています。
教員間で事例を参
考にしたり、活用し
あったりしやすいよ
うにすることで、教
科の垣根を越えたICT
活用を促進させるこ
とが目的です。

ICT活用を利用目的
としないこと、学び
の本質に迫るための
ツールにすることが
目標です。
ICT活用によって生

徒の深い学びを引き
出すための活用を主
眼として実践を行っ
ています。

モニターやタブレットに表示された楽譜を見ながら、音楽を鑑賞する
ことができます。気になるところを個別に、何度も繰り返し鑑賞しなが
ら、自分専用の楽譜に書き込みを行うことができます。

クラウドをフル活用して、授
業内の資料やアンケート、学
習記録を蓄積しています。

歌唱練習も個別に行います。音声に合わせて、
楽譜と歌詞が表示されます。

個別練習のあとに録画したデータをクラウドに保
存し、全体合唱のできあがりです。



【取組内容④】 教員間で素早く効率的な情報共有を行うのためのICT活用

矢吹町立矢吹中学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

［クラウドによる情報共有事例１］＜遠隔地～学校・会場間の情報共有＞
・文化センターにおいて開催した芸術鑑賞教室で、欠席連絡や出席確認をクラウドで行いました。

［クラウドによる情報共有事例2］＜迅速な情報のとりまとめと共有＞
・インフルエンザ感染症情報のとりまとめをクラウドで行いました。

家庭 学校 会場

受電・確認連絡

「お休みですか？」

「今日休みます。」

「会場に来ていないので、
家庭に確認の連絡をしてください。」

「連絡が入ったので、入力しました。」

出席確認と入力

クラウドによる
情報共有

全校・全教員による
同時入力

的確・迅速な
対応判断集計の迅速化・最新情報の集約

個別サポートの
充実



【取組内容⑤】 学びの充実を図るための全教員による活用実践

矢吹町立矢吹中学校（福島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

福島県で行っている、ふくしま「未来の教室」授業充実事業と連携し、研究授業の公開や実践事例の提供を行っています。
ICT活用の取り組みについての試行を重ねること、先生方の情報交換が進むことで、さらに活用の幅が拡がることを期待しています。

学習支援ソフト

学習支援ソフト

学習支援ソフト

学習支援ソフト

学習支援ソフト

学習支援ソフト

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70056a/mirainokyoushitsu.html
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